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 4.2  食品の簡易含有放射線量測定 

    平成２４年度から開始した食品の簡易含有放射線量の測定は平成２６年度には、

下記に示す通り、地産品を中心に測定を実施し、その結果として、特に問題となる

含有放射線量は測定されませんでした。尚９月次は東大和市食品含有放射線量測定

室の見学を行い、実際に測定している現場及びその測定値に基づき担当者の皆様と

の交流を行いました。 

    測定実績は以下の通りで、詳細な測定データは本紙に添付の(表２９、表３０、 

表３１、表３２－１~３２－４)の通りですので御確認下さい。 

 

(1) ０４月０８日；キャベツの測定(表２９参照) 

   (2) ０６月１０日；樹木及び草の葉の測定(表３０参照) 

   (3) ０９月０９日；東大和市食品含有放射線量測定室の見学 

   (4) １１月１１日；柿の実の測定(表３１参照) 

   (5) ０２月１０日；４種類のお米の測定(表３２－１~３２－４参照) 
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(1)  ４月次測定結果 

下記報告書の通りです。 

  平成２６年０４月次食品の放射線量簡易測定結果報告 

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２６年０４月０８日 

１．  序 

   本年度第一回目の測定を実施し、今回の検体は東大和市高木産の「キャベツ」の含

有放射線量の測定を行いました。本測定は女性班「たんぽぽ」が継続的に実施してい

る事業です。検体の種類は、 

● キャベツ 

の一種類を用意しました。 

 

２．  食品の含有放射線量測定結果 

 2.1  測定機材 

    HORIBA製の 

     ● 環境放射線モニタ PA-1100Radi 

     ● 放射線簡易測定キット PA-K（鉛遮蔽あり） 

    を使用しての簡易放射線量の測定を行いました。 

2.2  被測定試料 

   ● バックグランド試料  ；水道水 

   ● キャベツ       ；0.82Kg（1,000CC） 

 2.3  測定場所 

     南街自治会集会所 

2.4  その他測定環境条件 

     2.5項の測定データシートに示す通りです。 

2.5  測定データ 

     詳細な測定方法、環境及び放射線量値の詳細はそれぞれのデータシートを確認 

願います。(検体はフードプロッセサーでミンチ状に破砕しました) 

  2.5.1 PA-Kでの測定結果 

    (1) シート番号 A ；環境バックグランド測定（水道水） 

    (2) シート番号 B1； キャベツ 

     

2.6  測定結果 

 2.6.1  環境バックグランド測定結果 

      容器は鉛板 0.3ｍｍ（蓋／底は 0.5mm）で覆っております。 

      ● 測定値；0.0353928μSv/h 

2.6.2． 「梨の実」の測定結果 

    (1)  測定結果 

        バックグランド      キャベツ        

        0.03539μSv/h           0.04316μSv/h    

        固有の放射線量      -0.00777μSv/h     

        (2)  測定結果の解析 

       この値は本測定器では Bq換算が出来ない極めて低い含有放射線量と 

判断します。この為、今回の測定のみですがこのキャベツからは特に心配 

となる値は測定されませんでした。 
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(2) ６月次測定結果 

下記報告書の通りです。 

  平成２６年６月次食品の放射線量簡易測定結果報告 

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２６年０６月１０日 

３．  序 

   本年度第二回目の測定を行った。今回の検体は南街地区(2-17-16)の樹木及び草花の

葉の含有放射線量の測定を行った。尚本測定は女性班「たんぽぽ」が継続的に実施し

ています。 

   検体の種類は、 

● アジサイ、山茶花及びグレープフルーツ 

の種類の葉を用意しました。 

 

４．  食品の含有放射線量測定結果 

 2.1  測定機材 

    HORIBA製の 

     ● 環境放射線モニタ PA-1100Radi 

     ● 放射線簡易測定キット PA-K（鉛遮蔽あり） 

    を使用しての簡易放射線量の測定を行いました。  

2.2  被測定試料 

   ● バックグランド試料  ；水道水  (1,000CC) 

   ● 樹木及び草花の葉（Mix）；0.750Kg（1,000CC） 

2.3  測定場所 

     南街自治会集会所 

2.4  その他測定環境条件 

     2.5項の測定データシートに示す通りです。 

2.5  測定データ 

     詳細な測定方法、環境及び放射線量値の詳細はそれぞれのデータシートを確認し

て下さい。(各葉はMixでフードプロッセサーにてミンチ状にしました) 

  2.5.1 PA-Kでの測定結果 

    (1) シート番号 A ；環境バックグランド測定（水道水） 

    (2) シート番号 B； 樹木・草花の葉(Mix) 

2.6  測定結果 

 2.6.1  環境バックグランド 

      容器は鉛板 0.3ｍｍ（蓋／底は 0.5mm）で覆っております。 

      測定結果は 0.03246μSv/hです。 

2.6.2． 「Mix葉」の測定 

    (1)  測定結果 

        バックグランド      樹木・草花の葉  

        0.03246μSv/h           0.03075μSv/h             

        固有の放射線量      -0.0023μSv/h        

        (2)   測定結果の解析 

        この値は本測定器では Bq換算が出来ない極めて低い含有放射線量と 

判断します。この為、今回の測定のみですが南街地域の樹木・草花の 

葉からは特に心配となる値は測定されませんでした。 

以上 
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(3)  ９月次「東大和市食品含有放射線量測定室の見学」 

 

    東大和市食品含有放射線量測定室の見学 
                             

                           南街・桜が丘地域防災協議会 

                             女性班「たんぽぽ」 

                           平成２６年０９月０９日 

１．  序 

南街・桜が丘地域防災協議会は東京都の平成２４年度地域の底力再生事業の支援を

受けて、食品の簡易含有放射線量の測定を平成２４年度から開始し、現在迄地産品と

しての東大和市産の野菜及び果物及び福島県他多くの地方のお米、果物等の測定を実

施しております。 

現在東大和市では学校給食及び幼稚園の食材を中心に食品の含有放射線量の測定を

しておりますが、協議会での簡易測定の参考にする事を目的として、今般その測定状

況を見学しましたので、以下にその見学報告を致します。 

 

２．  参加人数 

防災協議会の女性班「たんぽぽ」を中心として１０名が見学に参加しました。 

 

３．  東大和市のご担当 

環境部 環境課 環境公害係；係長 岸様及び、ご担当明石樣に説明をして戴きま

した。 

 

４．  使用の測定器 

ＡＴＯＭＴＥＸ ＡＴ１３２０Ｃ  

 

５．  調査希望食品の測定実施 

市では市民が食品の含有放射線量の測定を希望した場合下記の通り測定をしてもら

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  尚食品を持ち込む際には 

●  食品放射性物質簡易検査の検体の下処理について 

の指示に従って下処理を行う事が必要です。 
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６．  市での測定結果の公表 

 東大和市のホームページで閲覧する事が出来ますので、過去の測定結果はホームペ

ージをご確認下さい。 

尚食品の他に市内の全学校、保育園／幼稚園の空間放射線量の測定結果もご覧戴け

ます。この空間放射線量の測定結果は南街公民館／当防災協議会測定した結果も同時

に公表されております。 

 

７．  検査状況 

   現在２か所の給食センターの食材及び市内の希望する保育園の食材の検査を実施 

  しており、 

●  給食センター；調理する前日に持ち込まれる食材を食材別に測定を実施。 

●  保育園   ；食材を一括MIXして測定を実施 

   一日の測定ボリュームとしては、５検体を実施する事があるとの事です。 

   

８．  結び 

 今回の見学会で子供達の健康を守る市の姿勢が判りましたが、測定は厳しい環境の

中で実施されており、ご担当の皆様のご苦労も判りました。  

 本協議会としては今後とも本部門と連携して必要は知識を蓄えて行きたいと思いま

す。尚岸様／明石樣から大変詳しくご説明して戴き誠に有難う御座いました。本紙に

て改めて御礼申し上げます。 

    

 

 

以上 
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(4)  １１月次測定結果 

      下記報告書の通りです。 

   平成２６年１１月次食品の放射線量簡易測定結果報告 

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２６年１１月１１日 

５．  序 

   本年度第三回目の測定を行った。今回の検体は蔵敷地区の柿含有放射線量の測定を

行った。尚本測定は女性班「たんぽぽ」が継続的に実施しています。 

   検体の種類は、 

● 柿 

を用意しました。 

 

６．  食品の含有放射線量測定結果 

 2.1  測定機材 

    HORIBA製の 

     ● 環境放射線モニタ PA-1100Radi 

     ● 放射線簡易測定キット PA-K（鉛遮蔽あり） 

    を使用しての簡易放射線量の測定を行いました。  

2.2  被測定試料 

   ● バックグランド試料  ；水道水  (1,000CC) 

   ● 柿          ；1.06Kg（1,000CC） 

2.3  測定場所 

     南街自治会集会所 

2.4  その他測定環境条件 

     2.5項の測定データシートに示す通りです。 

2.5  測定データ 

     詳細な測定方法、環境及び放射線量値の詳細はそれぞれのデータシートを確認し

て下さい。(柿はフードプロッセサーにてミンチ状にしました) 

  2.5.1 PA-Kでの測定結果 

    (1) シート番号 A ；環境バックグランド測定（水道水） 

    (2) シート番号 B； 柿 

2.6  測定結果 

  2.6.1  環境バックグランド 

      容器は鉛板 0.3ｍｍ（蓋／底は 0.5mm）で覆っております。 

      測定結果は 0.03537μSv/hです。 

2.6.2． 柿の実の測定 

    (1)  測定結果 

        バックグランド      柿の実  

        0.03575μSv/h           0.03707μSv/h             

        固有の放射線量      0.00125μSv/h        

        (2)   測定結果の解析 

        この値は本測定器では Bq換算が出来ない極めて低い含有放射線量と 

判断します。この為、今回の測定のみですが蔵敷地域の柿は特に心配と 

なる値は測定されませんでした。 

 

                 以上 
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(5)  02月次測定結果 

 下記の報告書の通りです。 

 

       平成２７年０２月次食品の放射線量簡易測定結果報告 

                         南街・桜が丘地域防災協議会本部 

                          平成２７年０２月１０日 

１．  序 

   本年度第四回目の測定を行った。今回は福島県、茨城県、京都府及び岩手県産の４

種類のお米を検体として含有放射線量の測定を実施しました。尚本測定は女性班「たんぽ

ぽ」が継続的に実施しています。 

２．  食品の含有放射線量測定結果 

 2.1  測定機材 

    HORIBA製の 

     ● 環境放射線モニタ PA-1100Radi 

     ● 放射線簡易測定キット PA-K（鉛遮蔽あり） 

    を使用しての簡易放射線量の測定を行いました。  

2.2  被測定試料 

   ● バックグランド試料  ；水道水 (1,000CC) 

   ● 福島県産；玄米    ；0.88Kg（1,000CC） 

   ● 茨城県産；玄米    ；0.88Kg（1,000CC） 

   ● 京都府産；玄米    ；0.85Kg  (1,000CC) 

   ● 岩手県産；精米    ；0.91Kg  (1,000CC) 

2.3  測定場所 

     南街自治会集会所 

2.4  その他測定環境条件 

     2.5項の測定データシートに示す通りです。 

2.5  測定データ 

     詳細な測定方法、環境及び放射線量値の詳細はそれぞれのデータシートを確認し

て下さい。 

  2.5.1 PA-Kでの測定結果 

    (1) シート番号 A ；環境バックグランド測定（水道水） 

    (2) シート番号 B； お米；４種類 

2.6  測定結果 

  2.6.1  環境バックグランド 

      容器は鉛板 0.3ｍｍ（蓋／底は 0.5mm）で覆っております。 

      測定結果は 0.035785714μSv/hです。 

2.6.2． 「お米」の測定結果 

    (1)  測定結果 

   バックグランド   福島県産   茨城県産   京都府産    岩手県産  

   0.03579μSv/h       0.0307μSv/h   0.0383μSv/h      0.035607μSv/h      

0.03478μSv/h       

   固有の放射線量   0.00032μSv/h    0.00292μSv/h    -0.00021μSv/h       

-0.0011μSv/h 

        (2)  測定結果の解析 

       ４種類のお米共にこの値は本測定器では Bq換算が出来ない極めて低い 

含有放射線量と判断します。この為、今回の測定のみですが福島県産を含めどの地方のお

米も特に心配となる値は計測されませんでした。 

                                以上 
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                   表２９ 
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                表３０ 
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                  表３１ 
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                 表３２－１ 
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                 表３２－２ 
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表３２－３ 
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表３２－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


